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はじめに

　『幼稚園教育要領解説』（2008）１）において、保育者の専門性は「幼児一人一人の行動と内面を理解し、

心の動きに沿って保育を展開することによって心身の発達を促すよう援助することにある」と記されている。

そして、「幼児の活動を教師自らのかかわり方との関係で振り返ること」「幼児と共に行動しながら考え、

さらに、幼児が帰った後に一日の生活や行動を振り返る」ことが「翌日からの指導の視点を明確にし、さら

に充実した教育活動を展開することにつなが」り、この営みを「日々繰り返すことにより、幼稚園教育に対

する専門性を高め、自らの能力を向上させていくことができる」と記されている。

　しかし、このような保育者の専門性が理解されてきたとは言い難い。その理由について大場（2007）は次

のように述べている２)。

　「保育実践の専門性が浅いのではなく、その専門性の意味づけと実践の知の蓄積という課題の自覚化に問題

があったと考えられる。」「保育実践の知について、理論的な考察を深める取り組みを始めるべきであろう。」

　戸田（1992）は「保育学とは、子どもを『保育』しようと意図する者が、何をどうすべきかを選択し、決

定する、その判断の根拠を検討する学問」３）であると定義しているが、経験豊かな保育者でも自身の保育

実践における保育行為の判断の根拠を他者にわかりやすく言葉にするのは難しいことが多い。このことが、

「専門性の意味づけ」と「実践の知の蓄積」を難しくしてきた要因の一つになっている。

　その一方で、自覚的であるかは別として、保育者は日常的な語りの中で保育行為の判断の根拠に触れてい

ることが多い。吉村（2007）４）はこの保育者の語りに着目し、「文字化できるだけの整理された状態に至る

までの思い巡らしから省察プロセスをとらえ」ていった。その結果、以下のことを明らかにした。

・保育者の子ども理解および保育理解は生活の文脈をたどる仕方でなされる。

・保育者が自分のことばで保育を語ることは、保育の文脈を自身の経験という視点で探ることであり、その

確認・納得につながる。

・保育者が語りにおいて見出す文脈には、保育行為の判断の根拠が埋まりこんでいるため、保育者は文脈を

探り語ることで根拠を意識化する経験ができる。

・生活の文脈を丁寧に語る保育者の語りを聴くことで、聴き手にも、保育者の形成する文脈に添うかたちで

子ども理解、保育理解がもたらされる。

　以上のことをふまえ、本稿では保育者の専門性について考えるために、経験豊かな保育者の語りを取り上

げる。そして、その保育者が自身の保育実践についてどのように語り、そこにはどのような保育行為の判断

の根拠が埋め込まれているのかを分析する。その際には、保育者の専門性を高めるために『幼稚園教育要領

解説』（2008）で重視されている「幼児の活動を教師自らのかかわり方との関係で振り返ること」「幼児と

共に活動しながら考え」「幼児が帰った後に一日の生活や行動を振り返る」ことと「翌日からの指導の視点

を明確にし、さらに充実した教育活動を展開すること」とのつながりという視点からも分析する。
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１．研究の目的

　本稿では、経験豊かな保育者が自身の保育実践についてどのように語り、そこにはどのような保育行為の

判断の根拠が埋め込まれているのかを分析することを通して、保育者の専門性について考察することを研究

の目的とする。

２．研究の方法

２－１　保育者

　保育者はＡ幼稚園の大森洋子教諭である（以下Ｙとする）。その理由は以下の通りである。

・Ａ幼稚園は、一人一人の子どもが自分の好きな遊びを見つけて取り組むことを大切にする保育を展開して

おり、『幼稚園教育要領解説』（2008）にある「幼児一人一人の行動と内面を理解し、心の動きに沿って

保育を展開することによって心身の発達を促すよう援助する」保育者の専門性がより求められる。

・Ｙは保育経験が25年以上あり、多くの実践研究にも取り組んできてきた。そのため、自身の保育行為の判

断の根拠を語る力をそなえていると考えられる。

２－２　逐語録の作成

　20XX年度にＹが担任する４歳児クラス（男児13名女児９名計22名。そら組とする）において、中島（以下

Ｎとする）が保育補助的な働きをしながら参加観察をした。子どもの降園後、保育室内においてＹがＮにそ

の日の保育実践について自由に語った。参加観察をもとにＮが質問したことについてＹが語ることもあった。

その内容はＩＣレコーダーで録音し、後に逐語録として文字化した。

２－３　分析方法

　本稿では４月26日と６月７日の逐語録を取り上げる。Ｙが４月26日には「そろそろしたい」と思っていた

ことができたと語ったが、６月７日には「いつか機会をとらえて」と思っていたことが「中途半端」になり、

「反省しきり」だと語ったためである。この両日について、Ｙが自身の保育実践についてどのように語り、

そこにはどのような保育行為の判断の根拠が埋め込まれているのかを分析する。

　６月７日には、一人一人の子どもが自分の好きな遊びを見つけて取り組むことを大切にする保育の中で、

Ｙが子どもたちの姿をどのように把握しているのかについてもＮが質問した。そこでのＹの語りについても

分析する。

３．結果と考察

　紙幅の都合から、Ｙの語りからの抜粋を表１、表２、表３にまとめた。子どもの名前はすべて仮名である。

３－１　４月26日の保育実践について

　この日の保育実践についてのＹの語りからの抜粋を表１にまとめた。

３－１－１　「今日あたりはもう進級の子でかかわれるな」（表１①）

　Ｙはこの時期、一人一人の子どもとかかわりながら、その子どもについて理解すること、その子どもと自

分との関係を築いていくことを大事にしたいと考えていた。そして、４月当初は特に新入児とのかかわりを

中心にしていたが、進級児とかかわることを「そろそろしたいなっていう思い」をもっていたと語った。

３－１－２　「あ、これはチャンスだな」（表１②）

　そのような思いをもっていたＹは、進級児の中でも自分とのかかわりがあまりなく、新入児にも遠慮して

いる様子であったハナ・リコが新入児たちが始めたプリキュアの踊りに興味を示してやって来たことに気づ

いた。Ｙは「あ、これはチャンスだな」と思い、「そこがスタート」だったと語った。そして、リコの「新

しいプリキュアがいいよ」という言葉を聞き逃さず、「それ先生持ってるのよ」と話しかけ、新しいプリ
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キュアの曲で踊ることを提案した。

　Ｙはこの場面を振り返り、「『いーれーて』って言って入るものとは違う」が、「出会いのきっかけ」は

やはり必要だと語った。子ども同士の関係づくりのための自身の保育行為の判断の根拠について、Ｙが再確

認したことがわかる。そして、ハナ・リコについては、そのきっかけづくりがプリキュアの踊りを通してで

きたのではないかとＹは語った。

３－１－３　「今日は遊べると思ったんでしょうねえ」（表１③）

　Ｙはこの日、自分から何かを要求することはないが、「この人と遊んだという実感」をもてないでいた

ショウ（進級児）たちとの遊びについても語った。

　Ｙはこの日、ショウが他の子どもたちと保育室を出て、アスレチック遊具の方へ行ったことを「見てい

た」。そして、「いろんなことをしてるんだけれども」「跳んでみたり跳ねてみたり渡ってみたりっていう

ことかな」と推測してアスレチック遊具の方へ自分も行ってみた。

　すると、Ｙの推測に反し、ハルト（進級児）が「ジュースです」「飲んでください」と言ってＹに葉っぱ

を渡してくれた。そのことで、Ｙはハルトがイメージをもって遊んでいることを理解した。また、「したい

ことがあったら『ん！ん！』って言って引っ張」ることが多いケン（新入児）が同様のイメージをもってい

ることも理解した。そこで、Ｙはハルトやケンから渡される「ジュース」を飲むという「ジュースやさん」

の遊びを楽しんだ。すると、ショウもやって来て、「ドライブスルーになってるんだ」等、Ｙに話しかけて

きた。このようなショウの姿から、Ｙは「今日は遊べると思った」のだろうと考えた。Ｙはこの場面を振り

返り、「あ、こんなふうに言うんだなあとか思いながら、遊んでおりました」と語った。Ｙがショウたちの

遊びを一緒に楽しみながら、彼らの言葉に耳を傾け、その思いを理解しようとしていたことがわかる。

３－１－４　「引越ししようー」（表１④）

　そら組での園生活が始まったばかりのこの時期、子どもたちの姿を自分が把握しやすい場所で遊んでほ

しいという思いもあり、Ｙは子どもたちの行動範囲を保育室の裏側まで広げたいと考えていた。そして、

「ジュースやさん」を楽しんでいたこと、二日前にケンがそこまで行った姿が「見えて」いたことから、同

じようなイメージで遊ぶことができ、保育室の裏側まで足をのばした所にある「わくわくとりで」を紹介し

た。すると、ショウが「そこどこか行ってみたい」と言ったことから、Ｙは「引越し」を提案した。そして、

その場にいたタクヤ（新入児）も誘って「わくわくとりで」に行き、「ジュースやさん」の遊びを続けた。

３－１－５　「この人がこんなふうに思ってんだなーみたいなことを、わかったかなー」（表１⑤）

　この遊びを振り返り、Ｙは「ショウ君がどういう人かもわかったなあって思ったり。ちょっとハル君とも

遊んだなー」「この人がこんなふうに思ってんだなーみたいなことを、わかったかなー」と語った。

　ショウたちのイメージを大切にしながら一緒に遊ぶことができた、彼らがどのような思いをもっているの

かも少し理解できたという実感をＹがもったことがわかる。

表１　Ｙの語りからの抜粋：４月26日の保育実践について

①「今日あたりはもう進級の子

でかかわれるな」

・「今日というよりは、今頃って感じなんだけど」「その子が、どんな子かっていうのがまだわからない人もいるのと」「自分と

の関係をつくっていくっていうのが」「すごく大事な時なんですが」「最初は新入からやっていったんだけど」「あ、ちょっとも

う今日あたりはもう進級の子でかかわれるなっていうのを、自分は思っていました。」

・「で、先生（Ｎ）もいらっしゃるのもあるから」「そろそろしたいなっていう思いは、もっていました。」

②「遠慮しているところが」

「あ、これはチャンスだな」

：ハナ・リコ（進級児）

・「女の子（の進級児で）はハナちゃんと」「リコちゃん。あの人たちともピーピー豆とったりして、ちょこちょこかかわってはいる

けれども」「新しい子たち（新入児）の方には遠慮しているところがありました」「でも、（新入児が始めた）プリキュア（の踊

り）のところで、ちょっと反応を示してやって来たので」「あ、これはチャンスだなっと思ったんで。最初はそこからそこがス

タートですね」

・「来たけども、やっぱりちょっとひいたところで見てたんですね」「見てたけども、『曲が違うよ』って言うの。リコちゃんが。

『新しいプリキュアがいいよ』と言ったので」「『それ先生持ってるのよ』って言って」「『ちょっと取りに行きましょ』って

言って」

・「出会わせてあげる場所とか」「出会いのきっかけみたいなものは」「やっぱいるよなあと思って。『いーれーて』って言って

入るものとは違うなっていうのは思うんですけど。それが、プリキュア通してできたかなーっていうのは、思ってて。」
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３－１－６　「来たなーと思って」（表１⑥）

　Ｙは「人のいる中にあんまり来ない人」であるコウタ（新入児）についても語った。Ｙはコウタが常にど

こにいるか把握しようと気を配っていたが、その姿を「一瞬見失って」しまい、ショウたちと遊びながら探

した時があった。そして、園長にブランコを押してもらっているコウタの姿を見つけ、「あ、いたいた」と

思った。しかし、その後、園長がブランコを押すのを少しやめた間にコウタが自分の方へ向かっていること

に気づいた。それで、「ここに私はいるよ」と伝えるために「おーい」と手を振ったとＹは語った。自分は

いつでも待ってるよと伝えたいというＹの思いも窺えた。このＹの思いが伝わったのか、コウタは「ジュー

スやさん」の遊びの中に入った。

③「この人と遊んだという実感

を私自身がもっていないので」

「いっぱいイメージもってる

んだなー」

「今日は遊べると思ったんで

しょうねえ」

：ハルト・ショウ（進級児）

ケン（新入児）

・「ショウ君（進級児）も」「『なんかしてくれー』っとか『困ったー』とか言う訳ではないけども、自分はこの人と遊んだという

実感を私自身がもっていないので。アスレチック（園庭の隅にある固定遊具）の方にいたので、そこの場に行きました」

・「ハルト君もいました。で、ハルト君も進級の子なので」「ハル君は、この辺（保育室内）でブロックをしてたり」「恐竜（のおも

ちゃ）が好きだったり、友だちとっていう部分はあんまりまだ見られなくって」「『外に行こうよー』とか『これしようよー』っ

ていうような人です」

・「ケン君（新入児）も、したいことがあったら『ん！ん！』って言って引っ張って」「そんな感じの人なんですけども」

・「その辺の人たちが」「一緒に出て行ったのは見てたから、その辺（途中にある池）でアメンボとったりしながら多分アスレ

チックの方に行ったんだろうとは思うんですけど」「いろんなことをしてるんだけれども」「跳んでみたり跳ねてみたり渡って

みたりっていうことかなっと思って、行ってみたら」

・「ハルト君が『はい、ジュースです』って言って葉っぱをくれたんですね」「で、あ、イメージもってんだと思って。ふーんって

言ってジュースを飲んでたら、『上にあがって飲んでください』って言って」「ハル君のジュースをもらって飲むっていうような

ことをして」

・「ケン君も『リンゴジュース、リンゴジュース』とか言ってくれて」「ケン君は何にも手にもたないけども、『はい』ってくれて」

「それを飲んでて、みたいなことをして」

・「ショウ君が来て」「『上で飲んではいけないんだよ』って、『下で飲んでくれ』って言って」「『ドライブスルーになってるん

だ』って言って」「なので、ああ、いっぱいイメージもってるんだなーって思いながら」「たたかいでエイ、ヤーとかぐらいしか

したことがなかったので」「こんなふうに言うんだーって思ってたら、ショウ君が、自分が、今日は遊べると思ったんでしょう

ねえ」「あ、こんなふうに言うんだなあとか思いながら、遊んでおりました」

④「そら組はこことここで遊ん

でほしいっていう思い」

「引越ししようー」

：ハルト・ショウ（進級児）

ケン・タクヤ（新入児）

・「アスレチックそのものってのは、珍しかったり好きだったりするんだけど、ちょうど（保育室から見ると）死角になってい

て」「そら組はこことこと（保育室周辺の園庭）で遊んでほしいっていう思いは」「もっているので」「ケン君とヒロム君（新

入児）がそこ（アスレチックからさらに保育室裏側まで行った所）にいるのが見えて」「自分たちであそこまで行ったなって

思ったのがおとといだったんですね」

・「それでケン君だったので」「『ここも楽しいんだけど、この上の下とあがるのが、向こうにもあるから行ってみないー』『わく

わくとりで（保育室裏側にある固定遊具）って言うんだけどね』っていう話をして。そしたら、ショウ君が『そこどこか行って

みたい』って言って」「引越ししようーって言って、４人で。タクヤ君（新入児）も、そこにいたんですけど」

・「ショウ君と、ケン君と、ハル君と、タクヤ君」「ここでまた二階（わくわくとりでの上）にあがったりおりたり」

⑤「この人がこんなふうに思っ

てんだなーみたいなことを、

わかったかなー」

・「それぞれがこうしてって、ここで買ってとか、こう回ってとか、そんな、なんか好きなことを言ってるっていう、ことをしてたけど

も」「ショウ君がどういう人かもわかったなあって思ったり。ちょっとハル君とも遊んだなー」「この人がこんなふうに思って

んだなーみたいなことを、わかったかなー」

⑥「来たなーと思って」

：コウタ（新入児）

・「私が一瞬見失っていたので」「コウタ君（新入児）どうしたかな、ちょっと思いながらいってると」「（園長先生にわくわくと

りで近くの）大きいブランコで押されてるコウタ君の姿が見えたので、あ、いたいたと思って。で」「園長先生がちょっとやめ

られた時に、こっち側でいたら、コウタ君がシューッとこっちに」

・「で、おーいと私は手を振りながらこっちで遊んでて」「ここに私はいるよっていうのをしながら」「そのとりでの所に、コウ

タ君も」「来たんですね。だから、あー、来たなーと思って」「人のいる中にあんまり来ない人なので」「来たとしても、『あっ

ちに行こう行こう』って言って、ブランコに行こうとかいう引っ張り方をするんですが。今日４人と私とだって…引っ張らずに、

来たな―と思って。まあ、それもとりでの魅力かも知れません」

⑦「何もしなくても遊んでいた

ような人に」

・「もう新しい人（新入児）は慣れてきて、だんだん自分を出してきて、どうも好きなようにできるらしいって思ってきてる中で。

何もしなくても遊んでいたような人に、ちょっと、どうかしらって思ってみた一日やったような気がします」

⑧「遊べるかな」

「あ、したいことが見つかっ

た、この子」

・「今の時期っていうのは、そこで」「どんなふうに話したとか全然私なんか聞、見えなくって」「場所とかを物を要求してるとこ

ろを」「ハイって出してから」「遊べるかなって思ったら別のとこへ行くみたいな感じですね」

・「なんか遊び込むとか」「遊びをどうこうではなくって。あ、したいことが見つかった、この子みたいな」「この人のしたいがで

きたっと思って、あ、この人これっていうのがあった。とりあえずここＯＫかな」「次こっち、みたいな感じなので」「だから遊

びが続かないのもよくはないのかも、知れないですけど」
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　Ｙはこの場面を振り返り、コウタは「人のいる中にあんまり来ない人」で、「来たとしても、『あっちに

行こう行こう』って言って、ブランコに行こうとかいう引っ張り方をする」のに、「今日４人と私とだって

…引っ張らずに、来たな―」と思ったと語った。この日のコウタの姿をＹがうれしく思ったことがわかる。

３－１－７「何もしなくても遊んでいたような人に」（表１⑦）

　このような一日の保育実践を振り返り、Ｙは新入児が「だんだん自分を出してきて、どうも好きなように

できるらしいと思ってきてる」中で、「何もしなくても遊んでいたような人に、ちょっと、どうかしらって

思ってみた一日」だったような気がすると語った。ショウのように自分から積極的にかかわることをしなく

ても遊んでいるように見える子どもが、本当に自分の好きな遊びを見つけられているのかも知りたいとＹが

思っていたことがわかる。

３－１－８「遊べるかな」「あ、したいことが見つかった、この子」（表１⑧）

　また、この時期の自身の保育については、子どもがどこでどんなふうに話した等は全然見えておらず、一

人一人の子どもからの場や物への「要求」にこたえて、「遊べるかな」「あ、したいことが見つかった、こ

の子」「この人のしたいができた」と思えば、「別のとこへ行く」という感じだと語った。また、「だから

遊びが続かないのもよくはないのかも、知れないですけど」と語っていることから、一人一人の遊びに自分

がもっとかかわると遊びが続くのだが、今は難しいとＹが考えていることも窺えた。

　このようなＹの語りから、Ｙは保育者として様々な思いをもっているが、自分の思いだけで一方的に判断

して保育行為を選んではいないことがわかる。Ｙは子どもの思いと自分の思いが合っているのかを保育行為

の判断の根拠の一つにしていた。そして、子どもが自分の思いをもち、自分から動いたり言葉を発したりし

た瞬間を見逃さないように、聞き逃さないようにしており、「チャンス」や「きっかけ」を大切にしていた。

３－２　６月７日の保育実践について

　この日の保育実践についてのＹの語りからの抜粋を表２にまとめた。Ｙはこの日の保育実践を振り返る中

で、「想定外」の出来事や子どもの姿（表２波線の下線部）もあった状況の中で、自身が判断して選んだ保

育行為の結果が納得できないものになってしまったことについて繰り返し語った。

３－２－１　「自分も今日もそこだろうな」（表２①）

　Ｙはこの日、「今週あたりでマナミ週間は終わり」と思っていたと語った。気持ちが不安定な状態が続い

ていたマナミ（進級児）が「先生とこれをする」と決めてきた遊びを一緒にする日々を続けていたのだが、

マナミの気持ちも安定してきたと感じていたためであった。そして、この日もマナミが前日にずっと楽しん

でいたプリキュアの遊びをすると言い出すだろうと予想し、「自分も今日もそこだろうな」と考えていた。

　前日には水遊びを楽しむ池に行けなかったことから、Ｙは「明日は行こう」と子どもたちと約束していた。

そのため、池にも行こうと考えていた。

３－２－２「私がいないのもなあ」「結構レストランもなんかいろんなことを言って」（表２②）

　ところが、マナミが遅れて来ることがわかり、この日のＹの予定が狂ってしまった。その上、女児たちは

登園してすぐにプリキュアの遊びを始める日々が続いていたにもかかわらず、この日はままごとコーナーで

の遊びから始まった。

　Ｙはこの状況の中で、マナミが登園した時に「私がいないのもなあ」と思い、自分はすぐには保育室を

「出られないなあ」と判断した。そして、子どもたちとままごとコーナーで「レストラン」をして過ごす中

で、「こうやってやったらいいよ」「『いらっしゃいませ』っていうふうに」等の子どもたちの言葉に耳を

傾けながら、「レストラン」のイメージを形にすることを手伝っていった。

３－２－３　「今日いっぺんに来たって感じ」（表２③）

　Ｙは「お財布とお金もいつか作ろうと思ってて、紙はずっと」「人数分用意しておいて」いた。そのため、

「レストランに行くことになった」時をチャンスだととらえ、自分が作った財布を数人に渡し、他の子ども

にも作り方を教えた。お金の作り方も教えると、たくさんのお金を作った子どももいた。



−122−

　この場面を振り返り、Ｙは「いつも機会をとらえて教えてあげたいな」「広げていきたいなとか思ってる

ことが今日いっぺんに来たって感じ」だったと語った。「こういう時だからこそ、こう作れるよって」とも

語っており、本当は作り方を丁寧に伝えたかったというＹの思いが窺えた。

３－２－４　「読み聞かせがあったってことに私も気がついて」「てことは」（表２④）

　Ｙは前日に子どもたちと池に行く約束をした時点では、「昼から行こう」と言っていたのだが、この日か

ら午後に保護者の読み聞かせがあることを子どもたちの降園後に思い出した。そのため、プリキュアの遊び

をした上で「午前中になんとしても行かなくちゃ」と考えた。

　Ｙはこのような自分の判断について振り返り、「なかなかちょっと、難しかったですね」と語った。

３－２－５　「なかなか行かない」「何人かずつは行くことは無理だなと思った」（表２⑤）

　朝から保育室にいたＹに、多くの子どもたちが池に行こうと誘いに来た。そのため、Ｙは補助教諭に頼ん

で「何人ずつか送って、自分的には（池に）送るつもり」だったのだが、補助教諭のことを知らない子ども

も多く、一緒に行こうとしなかった。その上、「ぽつぽつと変なタイミングで」Ｙを誘いに来た。

　このような状況の中で、「何人かずつは行くことは無理だなと思ったので」「二人でも先に行ってもいい

かなと思ったけど、他の人たちもみんな行きたがってるからなっと思って、二人だけ行くよりはみんなで

行った方がいいと思ったから」等、自分がどのような判断の根拠をもっていたのかをＹは詳細に語った。そ

の中で、お財布とお金作りを提案したのは、この状況を「整理」する意味もあったことをＹは思い出した。

　このように、Ｙは子どもたちの思いと保育者としての自分の思いをもとに、その場その場の状況の中で何

を根拠に判断して保育行為を選んでいったのかを詳細に語った。この時期になると、４月よりも一人一人の

子どもが自分の好きな遊びを見つけるようになり、自分の思いをＹに伝えるようになる。Ｙも一人一人の子

どもの思いをより理解できるようになる。そのため、判断の根拠となることもより多くなり、Ｙは余計に逡

巡することになったと考えられる。

　Ｙはその後、レストランの遊びが「一段落」したと判断したところで子どもたちと片づけをし、午前中の

表２　Ｙの語りからの抜粋：６月７日の保育実践について

①「自分も今日もそこだろうな」

：マナミ（進級児）

・「この間もマナミちゃん（進級児）だったと思いますけど」「もう随分いいので」「今週あたりでマナミ週間は終わりとか」「自

分の中では思ってたんだけど。今日に限ってというか、今日ねえ、遅く来たんですよ」

・「で、マナちゃんは、プリキュアをしてとか」「虫をとるとか、先生とこれをするんだよって決めてきているのがあるので。それ

を、周りの子と一緒になんとなくつき合っていく感じをずっとしてたのが、あったので。もう今日も彼女はプリキュアとかをす

るって言うんだろうなと」

・「ベランダのところで」「お姫様とプリキュアがかわりばんこに」「（一方が）バタンて倒れて」「助けてーって言って（もう一方が

助けに来るという遊びを）」「ずーっと昨日やってたんですよ」

・「今日もマナちゃんはそこだろうなっとは思ってて」「まあ、私も自分も今日もそこだろうなっていう。でも、天気だから」

「ちょっと早い時間にやって池に行くといいなって自分では思ってて。池は○組さん（隣のクラス）が先に行くねって言って

たので」「朝すぐにはまあ（池に子どもたちの気持ちを）向けないで…と思ってたんですよ」

②「マナミちゃんが来るのが遅

かったので」

「私がいないのもなあ」

「結構レストランもなんかい

ろんなことを言って」

：モエ（新入児）リコ（進級

児）

・「マナミちゃん来るのが遅かったので」「ちょっと、そこで狂ってしまいましてですね。なんかレストランになったなあと思って」

・「マナミちゃん来る時に私がいないのもなあっと思うから、出られないなあっと思ってたので。なんとなくここら辺（ままごと

コーナー）でレストランしたりして過ごしてたら、結構レストランもなんかいろんなことを言って」「こうやったらいいよとか、

モエちゃん（新入児）がいっぱい言うんですけど」「『いらっしゃいませ』っていうふうにこう」

・（モエ（新入児）・リコ（進級児）からカーテンが開いたようにしたいと言われ）「はあと思って。ビニールを取りに行って」

「こうした（カーテンが開いた）状態にして、両端をガムテープでとめて」
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うちに池にも行った。いつもより保育室に戻る時間が遅くなってしまったが、「もう10時40分くらい。50分

ぐらい。ほんとは片づけ11時なんですけどね。ちょっとね」と語っていた。この状況の中でも、子どもたち

と池に行く約束を優先しようとＹが判断したことが窺えた。

３－２－６　「今日レストランなんだ」「全然想定外」（表２⑥）

　池に行った後、女児はＹの予想通りプリキュアの遊びをしたいと言い始めた。そのため、Ｙは「それは

ちょっと今できないから」「帰る時（降園前の時間）にしようね」と伝えた。すると、子どもたちは時間を

守って保育室に戻ってきて、プリキュアの遊びもすることができた。Ｙはこの場面を振り返り、「結構帰っ

③「いつも機会をとらえて教え

てあげたいな」

「広げていきたいなとか思っ

てることが今日いっぺんに来

たって感じ」

・「お財布とお金もいつか作ろうと思ってて、紙はずっと」「人数分用意しておいて」「いたんですけど。それで、あ、レストラン

に行くことになったから」「お金はどうしたんだっけな。誰かが作るって言ったのかな」「なんでこうなったか忘れましたけど」

「『財布をじゃあ、あげましょ』って言って、こう、３人ぐらいには、もう自分が用意してた分をあげて。他の人には」「『こう

やって折ったら作れるよ』って言って作って」

・「もったいない紙入れをちょっと最近紹介したので」「それでやったらできるよって言いながら」「ビニールテープの輪っかを

使って丸描いたら、お金ができるよって」「話をしながら、お金をさんざん作っててっていう感じで」

・「だからなんかこう」「いつも機会をとらえて教えてあげたいな」「広げていきたいなとか思ってることが今日いっぺんに来

たって感じ」「こういう時だからこそ、こう作れるよって」

④「明日は行こうね」

「読み聞かせがあったってこ

とに私も気がついて」

「てことは」

「難しかった」

・「昨日、池に行けなかったので。明日は行こうねって言って」「昼から行こうって言って帰した後に、あっ！今日は（保護者によ

る午後の）読み聞かせがあったってことに私も気がついて」

・「しかも（担当が）リコちゃんのお母さんなのに」「しかも初日なのに」「それで、そら組は知りませんって訳にはいかないとか

思って」「今日昼から池に行こうってふうには、もうちょっと向けられないなあって。ちょっと。昨日子どもたちを帰した後に

思い直して」

・「てことは、今日午前中になんとしても行かなくちゃと思って」「なかなかちょっと、難しかったですね」

⑤「なかなか行かない」

　「何人かずつは行くことは

　　無理だなと思ったので」

　「整理をした」

・「Ｈ先生（３歳児クラス時の補助教諭）が入ってもらってたから」「何人かずつ送って、自分的には（池に）送るつもりだったけ

ど」「新しい子にとっては初めての先生」「でもあるので」「なかなか行かない」

・「行かないのと。それがぽつぽつ、ぽつぽつと変なタイミングで（池に行きたいと）言ってくるから」「それを何人かずつは行

くことは無理だなと思ったので。で、リコちゃんとハナちゃん（進級児）も、『よし、池に行こう』って言った時があったんだ、

あ、思い出しました」

・「で、まあ二人でも先に行ってもいいかなと思ったけど、他の人たちもみんな行きたがってるからなっと思って、二人だけ行く

よりはみんなで行った方がいいと思ったから、あの二人にお金を作ろうって誘ったんですね」「お金作って、レストラン行っ

て」「レストランしてから、みんなで行こうよって、ちょっと、そういう感じで整理をしたんでした」

・「なので、レストランも、ちょっと一段落してからっと思ったので。それで、さあ行こうって行きたかったけど、このまま行った

ら大変だから」「しまってから行きましょうって、しまって行ったりしたら」「もう10時40分ぐらい。50分ぐらい。ほんとは片づ

け11時なんですけどね。ちょっとね。」

⑥「今日レストランなんだ」

「全然想定外」

・「池とプリキュアとは絶対するっていうのは、もう、あの女の子たちの中にはあったので。なのにレストランをしていたので」

「池が終わって、プリキュアしようって言うから、それはちょっと今できないからって。で、お弁当終わって、できるかなあー

とか言いながら、時間見たら（読み聞かせの時間になるので）なくって。じゃ、帰る時（降園前の時間）にしようね」「１時に

は帰ってねと言ったら、結構帰ってきましたね」

・「なんで今日レストランなんだろう」「そうだ、寿司と野菜いためをモエちゃんが作って」「『ここはレストランよ』って言って」

「今日レストランなんだ」「全然想定外みたいな」

・「女の子少ないので、なんとなくお互いを待ちあうような」「感じにはなってきていて」「マナミちゃんがおらんから、まだで

きないみたいなのは思ってたりはして」

⑦「久しぶりにままごとコー

ナーから始まりやなあ」

：シホ・レイ（新入児）

 リコ・ハナ（進級児）

・「今日はシホちゃんとレイちゃん（新入児）は、ままごとだったんですよ」「ままごとコーナーから始まる時と、プリキュアの服

から始まる時とがやっぱりあるんですけど」「久しぶりにままごとコーナーから始まりやなあ、今日はって思ってたんですよ」

・「リコちゃんとかハナちゃん（進級児）は、それでもそこに行かないで外に行くこともあるし、プリキュアの服を着て出ることも

あるしっていうのもあるんですが」「そこにいたんですね」「今日はあそこでみんながいるな、テラス（プリキュアごっこをす

るベランダ）の方に行かないなって」「思ってて、これ（ままごとコーナーにあった俵型のスチロール。Ｙが用意した物では

なかった）は何かって言うので、ごちそう作るみたいな感じで、レストランにしようって言って、言い出したのか」

⑧「反省しきりです」 ・「反省しきりですけど。お金の作り方も教えてあげられなかったし」「全体で言ったことっていうのは、そんなにたいして聞い

てる訳ではないっていうのは、あるんですけど。こっちの安心感みたいなため、みたいなのはあるんですけど」「聞いたこと

でわかる人もいますからねえ」

⑨「欲張りな私のね、いけない

ところが全部出たと思って」

・「今日はね、欲張りな私のね、いけないところが全部出たと思って」

・「お金、なんかこう、いつかこうするといいなとか思いながら」「今がチャンスだしなーと思いながら。思いながらやりながら。

うーん、全部中途半端、みたいな感じ」
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てきましたね」と語った。子どもたちが自分で考えて行動するようになってきたことをＹがうれしく思った

ことが窺えた。

　Ｙは「なんで今日レストランなんだろう」とも振り返り、「寿司と野菜いためをモエちゃんが作って」

「『ここはレストランよ』って言っ」たのだと思い出した。そして、それは「全然想定外」のことだったと

語った。また、「女の子少ないので、なんとなくお互いを待ちあうような」「感じにはなってきていて」と

も語っており、他の子どもたちの中にもマナミを待つ気持ちがあると感じたことも、Ｙが保育室にいようと

判断した根拠の一つになったことが窺えた。

３－２－７　「久しぶりにままごとコーナーから始まりやなあ」（表２⑦）

　Ｙは「久しぶりにままごとコーナーから始まり」だったと語る中で、モエがままごとコーナーで小さな俵

型のスチロールを見つけ、これは何かとＹに尋ねたことを思い出した。この素材は「お寿司」を作る際に使

うことが多く、Ｙも保育室に保管していたのだが、ままごとコーナーに出してはいなかった。Ａ幼稚園では

子どもたちが保育室を自由に行き来しながら遊ぶため、他の保育室から持ち込まれたと思われる。

　Ｙが「想定外」の「レストラン」の遊びについて語る中で、その具体的な「きっかけ」に行きつき、納得

したことがわかる。

３－２－８　「反省しきりです」（表２⑧）

　この日の保育実践を振り返り、Ｙはお金の作り方について「全体で言ったことっていうのは、そんなにた

いして聞いてる訳」ではなく、「こっちの安心感」みたいなためでもあるが、「聞いたことでわかる人もい

ますからねえ」とも語った。その場の状況の中で、他の判断もあり得たのではないかとＹが考えていること

がわかる。Ｙは「反省しきりですけど」と語った。

３－２－９　「欲張りな私」の「いけないところが全部出たと思って」（表２⑨）

　Ｙは「欲張りな私」の「いけないところが全部出たと思って」とも語った。子どもたちと園生活を重ねて

いくと、一人一人の子どもを理解できるようになり、その姿もより具体的に予想できるようになる。また、

様々な保育者としての思いも生まれ、より明確にもなる。Ｙはこの日、その場の状況と保育者としての自分

の思い、子どもたちの思いをもとに、今が「チャンス」だと判断してお財布やお金を作ることを提案したり、

池に行くタイミングを判断した様子を詳細に語った。Ｙのこのような判断のしかたは４月26日と同様である。

しかし、この日は「想定外」の状況や子どもの姿もあり、その状況の中で自分が判断し、選んだ保育行為の

結果が「中途半端」なものになってしまったとＹはとらえていた。そのため、Ｙは「欲張りな私」の「いけ

ないところが全部出た」と語ったと考えらえる。

　また、Ｙは「今がチャンスだしなーと思いながら。思いながらやりながら」とも語っていた。Ｙが一人一

人の子どもの遊びに常に気を配り、それぞれの遊びに保育者としての思いをもちながら、その中でも自分が

今一番どこにかかわる必要があるかをその場その場で判断して具体的な保育行為を選んでいることが窺えた。

　このようにその日の保育実践について詳細に語ることができるＹが、「忘れました」と言うこともあった。

しかし、その後も語り続ける中で、自分が選んだ保育行為の判断の根拠について思い出して行った（表２③

⑤⑥⑦下線部）。

３－３　保育の中で子どもたちをどのように把握しているのか

　６月７日には、自身の保育実践について詳細に語るＹに対して、子どもたちの姿をどのように把握してい

るのかについてＮが質問した。そこでのＹの語りからの抜粋をまとめたものが表３である。

３－３―１　Ｎの質問をもとにしたＹの語り（表３）

　一人一人の子どもが自分の好きな遊びを見つけて取り組むことを大切にする保育の中で、Ｙは「ぜんぶは

わからない」子どもの動きをどのように見て（表３①）「点の部分」をつないで把握しようとしているかに

ついて語った（表３②）

　また、子どもは「常に動いて」いるが、自分のクラスの子どもたちのことは「一体どこでどうしてるの

かっていうのは常に思って」いると語り、「なんかこんなふうに言ったっていうのから、こうかも知れない
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な、ああかも知れないなと思いながら」「でも、きっとこう思ってこうだよなっとかいう、感じですよねえ」

（表３③）と語った。Ｙがその場で直接かかわることができない子どもの姿も把握しようと努めるだけなく、

把握した子どもの姿から様々な推測をしていることがわかる。このように推測したことも、Ｙの保育行為の

判断の根拠の一つになっていると考えらえる。

３－３―２　保育実践についてのＹの語りとの関連

　このことは、４月26日の保育実践についてのＹの語りの中でも確認することができた。この日は広い園庭

に出て遊ぶ子どもたちについて語っていたこともあり、「一緒に出て行ったのは見てたから、その辺でアメ

ンボとったりしながら多分アスレチックの方へ行ったんだろうとは思うんですけど」「いろんなことをして

るんだけれども」「跳んでみたり跳ねてみたり渡ってみたりっていうことかなっと思って」（表１③二重下

線部）、「ケン君とヒロム君がそこにいるのが見えて」「自分たちであそこまで行ったなって思ったのがお

とといだったんですね」（表１④二重下線部）等、自分が把握した子どもの姿とそこから推測したことを具

体的に語っていた。

３－４　Ｙの語りに表れた保育者の専門性

　前述のように、戸田（1992）は「保育学とは、子どもを『保育』しようと意図する者が、何をどうすべき

かを選択し、決定する、その判断の根拠を検討する学問」であると定義しているが、津守（2002）は「保育

者は常に子どもの声に耳を傾け」ながらも、「自らの主体性をもって判断し、状況の中で決断して行為せね

ばならない」５）とも指摘している。Ｙも一人一人の子どもの声に耳を傾けながらも、「想定外」（表２⑥）

の状況も含め、そこでの状況の中で保育者としての思いをもとにその場その場で主体的に判断し、どのよう

な保育行為を選んだのかについて詳細に語っていた。

　前述のように、『幼稚園教育要領解説』（2008）において、保育者の専門性は「幼児一人一人の行動と内

面を理解し、心の動きに沿って保育を展開することによって心身の発達を促すよう援助することにある」と

記されているが、Ｙはこのことを子どもたちと「共に行動しながら考え」実践していることが、Ｙの語りを

もとに確認することができた。そして、その日の保育実践について子どもたちの姿を「自らのかかわり方と

の関係で振り返」っていることも確認することができた。今回Ｙがその日の保育実践についてＮに語ったこ

とは、「幼児が帰った後に一日の生活や行動を振り返る」ことの一助にもなったと考えられる。

　また、４月26日に比べて６月７日の方が、子どもたちの中に生まれた様々な思いを理解し、その思いにこ

たえようとしたことについてＹはより多く語った。「～と思って」「～したい」等、自身の保育者としての

様々な思いについてもより多く語った。「指導の視点」がより明確になり、「さらに充実した教育活動を展

開」しようとしていたことがわかる。

　Ａ幼稚園では、子どもが自分の好きな遊びを見つけて取り組むことを大切にする保育を展開している。子

どもたち全員を常に把握することは不可能である。その中で、Ｙは「共に行動しながら考え」ることができ

ない場合にも、子どもたちの姿を把握しようと努め、「こうかも知れないな、ああかも知れないな」と推測

しながら、点でしか見えない子どもの姿をつないで理解しようとしていると語った（表３）。また、そのこ

とを保育実践について振り返る中でも具体的に語った（表１③④）

　このような営みを「日々繰り返すことにより」、Ｙが保育者としての「専門性を高め、自らの能力を向上

させて」いることがＹの語りから確認することができた。

　また、このように詳細に語ることができるＹでも、忘れてしまったと語り、その後また語り続ける中で思

表３　Ｙの語りからの抜粋：子どもたちをどのように把握しているのか

①「ぜんぶはわかんない」 ・「ぜんぶはわかんないです。だけども、あ、あの人とあの人はあそこでこう、こう行ったから、昨日きっとこんなことしてるに違

いないみたいなのとか。ヒュッと通って走ったところから」「あ、ここを今通ったから、あそこでこうしてこうした」

②「点の部分を、やっぱりこう、

つないでいくって感じ」

・「やっぱ点しか見えなかったりとか」「点の部分を、やっぱりこう、つないでいくって感じですよねえ」

③「一体どこでどうしてるのかっ

ていうのは常に思っているか

ら」

・「でも、あ、なんか聞こえた。声がなんかこんなふうに言ったっていうのから、こうかも知れないな、ああかも知れないなと

思いながら」「やっぱり、自分のクラスの人っていうのは、一体どこでどうしてるのかっていうのは常に思っているから」

・「子どもって常に動いて、動いてるから」「でも、きっとこう思ってこうだよなっとかいう、感じですよねえ」
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い出したと語ったこともあった（表２③⑤⑥⑦）。そのままにしておくと忘れ去られてしまうこともあり得

る具体的な「保育の文脈」が、Ｎに語る中でＹの中に甦ってきた様子が窺えた。保育者が自身の保育実践に

ついて振り返り語ることの意味がここにも見出せた。

おわりに

　本稿では、経験豊かな保育者が自身の保育実践についてどのように語り、そこにはどのような保育行為

の判断の根拠が埋め込まれているのかを分析することを試みた。このような試みを続けることは、大場

（2007）の指摘する「専門性の意味づけ」と「実践知の蓄積」に寄与する方法の一つになると考える。

　今後は、一年間の園生活の中でＹの語りにどのような変容があるのかを分析したい。また、保育者が保育

実践直後に語る内容と、その後にさらに意識化して文字化する記録の内容との関連性についても分析したい。

そして、得られた知見を若い保育者や学生を育てることにどのように生かすかについても検討したいと考え

ている。
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